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藤
野
保
氏
『
日
本
封
建
制
と
幕
藩
体
制
』
が
上
梓
さ
れ
た
。
本
書
は
「
日

本
近
世
社
会
の
分
析
は
、
西
欧
中
世
の
封
建
制
と
の
比
較
研
究
を
通
じ
て
、

日
本
近
世
封
建
制
の
独
自
的
な
性
格
の
解
明
よ
り
は
じ
め
て
、
日
本
に
お
け

る
中
世
以
来
の
領
主
制
の
運
動
法
則
と
封
建
的
土
地
所
有
の
編
成
原
理
の
究

明
を
通
じ
て
、
総
体
と
し
て
の
幕
藩
体
制
が
成
立
す
る
に
至
る
過
程
を
明
ら

か
に
し
、
か
つ
幕
藩
体
制
を
構
成
す
る
中
央
統
一
権
力
で
あ
る
幕
府
と
個
別

地
方
権
力
で
あ
る
藩
と
の
比
較
研
究
（
さ
ら
に
藩
の
場
合
は
藩
相
互
の
比
較

研
究
）
を
通
じ
て
、
両
者
の
性
格
と
相
関
々
係
を
究
明
し
、
幕
藩
体
制
の
成

立
・
展
開
・
解
体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

（一

ﾅ
）
と
い
う
基
本
的
立
場
に
立
っ
て
、
著
者
の
既
発
表
の
論
文
の
い
く

つ
か
を
全
面
的
な
加
除
・
訂
正
を
施
し
た
上
で
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
本
書
の
構
成
は
、
そ
の
分
析
視
角
に
従
っ
て
第
一
部
「
封
建
制
」
、

第
二
部
「
幕
藩
制
」
、
第
三
部
「
幕
麿
」
、
第
四
部
「
藩
」
と
い
う
形
を
取
っ

て
い
る
。
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ま
ず
は
じ
め
に
、
各
部
の
内
容
を
ご
く
簡
単
に
概
抵
し
て
お
こ
う
。
第
一

部
「
封
建
制
」
は
一
「
臼
本
封
建
制
の
構
造
的
特
質
」
、
1
「
日
本
封
建
制

と
幕
藩
制
社
会
」
よ
り
成
る
。
前
巻
は
「
日
本
封
建
制
の
到
達
点
を
示
す
幕

藩
体
制
を
世
界
史
的
対
比
の
場
に
お
い
て
検
討
し
、
そ
の
構
造
的
特
質
を
明

ら
か
に
す
る
」
（
一
二
頁
）
こ
と
を
目
的
と
し
、
主
に
大
塚
久
雄
氏
の
研
究
に

基
づ
い
て
生
産
力
・
小
農
民
経
営
・
農
業
技
術
の
あ
り
方
円
に
お
け
る
日
本

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
差
異
を
述
べ
、
そ
れ
が
封
建
国
家
・
領
主
権
力
の
相
違

を
も
た
ら
す
基
本
的
要
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
た
。
後
者
で
は
、
そ
の
領
主
の

支
配
体
制
に
お
け
る
彼
我
の
網
違
は
、
ま
た
「
領
主
制
の
運
動
法
則
と
封
建

的
土
地
衡
有
そ
の
も
の
の
編
成
原
理
の
相
違
よ
り
招
来
さ
れ
た
」
（
四
三
頁
）

と
さ
れ
、
鎌
倉
幕
府
以
来
展
開
し
幕
藩
制
社
会
に
至
っ
て
完
成
す
る
「
臼
砲

封
建
制
」
に
つ
い
て
概
括
さ
れ
、
日
本
中
世
社
会
に
お
け
る
領
主
制
の
運
動

法
則
の
特
色
を
「
社
会
の
基
底
を
な
す
名
主
（
新
・
旧
名
主
）
層
よ
り
、
不

断
に
封
建
的
土
地
所
膚
老
が
析
出
さ
れ
た
」
　
（
五
一
頁
）
こ
と
に
求
め
ら
れ

た
。
幕
藩
制
社
会
は
そ
の
戦
国
期
に
お
け
る
領
主
制
の
運
動
法
則
の
「
総
帰

結
」
と
し
て
、
　
「
題
下
家
臣
団
の
領
主
制
実
現
の
要
求
を
最
大
限
に
発
揮
」

（
五
三
頁
）
さ
せ
つ
つ
成
立
し
た
。
そ
し
て
徳
川
権
力
の
確
立
の
画
期
は
、
軸

力
原
の
役
・
大
坂
の
役
・
そ
の
後
の
一
二
段
階
、
軍
役
体
系
の
整
備
・
参
勤
交

代
の
制
度
化
・
鎖
国
体
制
完
成
の
三
過
程
に
置
く
こ
と
が
で
き
、
家
光
期
に

諸
大
名
の
幕
府
権
力
へ
の
従
属
関
係
が
強
化
さ
れ
、
そ
の
上
に
立
っ
て
「
寛

文
朱
印
状
」
の
交
付
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
元
禄
期
を
か
け
て
は
、
地
方
知

行
制
か
ら
俸
禄
制
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
、
幕
府
と
藩
と
い
う
形
で
統
一
さ
れ

た
封
建
的
土
地
所
有
者
と
小
農
罠
経
営
が
直
接
対
峙
す
る
社
会
関
係
が
明
確

化
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
流
通
・
分
業
関
係
に
も
需
及
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
部
「
幕
藩
制
」
は
、
皿
「
幕
府
と
藩
の
体
制
的
研
究
」
、
W
「
統
一
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権
力
と
地
方
権
カ
ー
挑
戦
と
対
応
の
論
理
一
」
、
V
「
天
領
と
藩
の
関

係
史
的
考
察
」
よ
り
成
る
。
皿
は
従
来
の
「
自
己
完
結
」
的
な
個
別
藩
制
史

研
究
を
批
判
し
、
　
「
幕
藩
体
制
の
な
か
で
い
か
に
藩
制
を
み
、
位
澱
付
け
て

い
く
か
」
（
六
七
頁
）
と
い
う
視
点
が
必
要
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
っ
て
、
織

豊
政
権
・
徳
川
政
権
に
お
け
る
幕
藩
領
国
制
に
つ
い
て
全
国
的
視
野
で
述
べ

ら
れ
、
統
一
権
力
の
形
成
と
大
名
領
国
制
の
形
成
は
走
時
に
行
な
わ
れ
た
の

で
あ
り
、
ま
た
徳
川
政
権
は
豊
臣
政
権
よ
り
一
層
強
力
に
徳
川
一
門
（
1
1
親

藩
）
・
譜
代
大
名
を
創
出
、
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
一
的
封
建
権
力
と

し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
っ
た
こ
と
、
秀
忠
時
代
ま
で
に
完
成
し
た
大
名

配
澱
は
単
に
地
理
的
配
置
を
示
す
ば
か
り
で
な
く
、
諸
大
名
の
領
主
的
土
地

所
膚
構
造
の
差
一
「
領
国
型
〔
と
「
非
領
隅
型
篇
の
差
一
を
招
来
し
た
こ

と
を
述
べ
ら
れ
、
以
下
寛
永
～
元
禄
期
に
つ
い
て
幕
府
の
改
易
・
転
封
等
を

中
心
に
概
観
さ
れ
た
後
、
幕
府
直
轄
領
・
譜
代
大
名
領
・
旗
本
領
は
相
互
に

関
連
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
最
後
に
享
保
期
は
将
軍
の
独

裁
専
制
体
制
が
最
も
健
全
な
形
で
発
達
す
る
一
方
、
幕
府
の
改
易
・
転
封
権

が
弛
緩
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
、
中
期
以
降
の
商
業
政
策
・
商
品
流
通
を
め
ぐ

る
幕
藩
関
係
は
こ
の
よ
う
な
「
領
主
的
土
地
瓶
有
の
展
騨
と
の
関
連
に
お
い

て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
九
二
頁
）
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
ト
イ
ン
ビ
ー
の
「
中
央
的
・
先
進
的
な
も
の
（
統
一
権
力
）
の
挑
戦
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ス
ポ
ン
ス

す
る
地
方
的
・
後
進
的
な
も
の
（
地
方
権
力
）
の
対
応
」
（
九
四
頁
）
と
い

う
捉
え
方
を
取
り
入
れ
、
九
州
を
場
と
し
て
〃
挑
戦
と
対
応
の
論
理
”
を
実

証
分
析
し
よ
う
と
し
た
も
の
、
V
は
近
世
後
期
天
領
日
田
が
九
州
に
お
け
る

地
方
金
融
市
場
に
発
展
し
て
い
き
、
日
田
掛
屋
商
人
が
大
名
貸
等
を
契
機
に

諸
藩
藩
政
改
革
に
関
与
し
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
改
革
実
施
過
程
か

ら
、
掛
屋
商
人
に
全
面
的
に
依
拠
し
た
藩
と
、
自
藩
内
勢
力
に
よ
っ
て
藩
政

改
革
を
な
し
て
い
っ
た
藩
、
の
二
類
型
が
設
定
し
得
、
後
者
に
お
け
る
政
治

主
体
の
形
成
が
、
　
「
幕
藩
課
目
に
お
け
る
新
た
な
政
治
主
体
の
形
成
↓
討
纂

派
の
成
立
と
連
合
と
な
り
、
明
治
維
新
に
帰
結
す
る
」
（
一
九
八
頁
）
こ
と

を
歯
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
部
の
W
「
江
戸
幕
府
論
」
で
は
、
幕
藩
体
制
第
一
段
階
を
対
象
に
、

従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
は
幕
府
そ
の
も
の
の
研
究
が
不
充
分
で
あ
っ
た
と

の
立
場
に
立
ち
、
幕
府
権
力
の
構
造
と
特
質
を
包
括
的
に
考
察
し
、
ま
た
鴨

「
成
立
期
江
戸
幕
府
の
政
治
構
造
一
権
力
と
組
織
の
相
関
分
析
　
　
」
で

は
、
寛
永
期
を
中
心
に
従
来
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
幕
府
の
政
治
組
織
・

幕
府
権
力
の
在
り
方
・
特
質
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
寛
永
初
期
の
二
元
政
治

の
解
消
は
「
統
一
者
的
側
面
（
総
領
主
的
立
野
）
と
大
名
的
側
面
（
個
別
領
主

的
立
場
）
」
の
将
軍
へ
の
統
一
を
意
味
す
る
こ
と
、
将
軍
側
近
の
政
治
中
枢

へ
の
進
出
と
政
治
機
樽
の
整
備
が
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
る
中
で
、

諸
大
名
に
絶
対
優
位
す
る
幕
麻
権
力
の
確
立
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
主

張
さ
れ
た
。
鞭
「
解
体
期
江
戸
幕
府
の
財
政
構
造
1
…
－
政
治
と
財
政
の
相
関

分
析
－
」
で
は
、
戦
後
の
纂
宋
・
維
薪
史
研
究
の
主
流
が
西
南
雄
藩
討
幕

史
観
に
あ
っ
た
た
め
、
幕
末
に
お
け
る
江
戸
幕
府
権
力
の
研
究
が
手
薄
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
幕
末
期
の
幕
府
権
力
は
確
立
期
の
そ
れ
と
は
大
き
く

性
格
を
変
化
さ
せ
て
お
り
、
諸
大
名
に
質
・
量
共
に
絶
対
優
越
す
る
諸
基
盤

を
喪
失
し
（
例
え
ば
全
国
主
要
鉱
山
直
轄
・
外
国
貿
易
独
占
に
よ
る
収
入
の

減
少
、
貨
幣
鋳
造
権
の
変
形
と
し
て
の
貨
幣
改
鋳
権
の
独
占
が
悪
貨
鋳
造
に

よ
る
価
格
体
系
麻
痺
へ
と
結
果
し
た
こ
と
等
）
、
さ
ら
に
鎖
国
体
制
崩
壊
の

中
で
外
交
権
掌
握
も
そ
の
実
質
的
意
味
を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
背
景
に
は
「
幕
府
を
中
核
と
す
る
封
建
的
土
地
所
有
の
編
成
原
理

の
崩
壊
（
大
名
権
力
の
独
自
化
↓
割
拠
）
、
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
〃
政
権
委
任
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評高

論
”
（
朝
廷
爲
幕
府
特
大
名
）
に
も
と
つ
く
政
治
権
力
の
下
降
化
翼
象
が
あ

っ
た
」
（
三
〇
五
頁
）
と
し
、
基
本
的
に
は
幕
府
の
持
つ
総
領
主
的
立
場
と
個

別
領
主
的
立
場
の
乖
離
、
前
者
の
崩
壊
に
幕
府
崩
壊
の
原
因
を
求
め
ら
れ
た
。

　
第
四
部
「
藩
」
は
九
州
諸
藩
を
分
析
対
象
と
し
、
K
「
公
儀
権
力
と
藩
体

制
－
個
別
藩
に
お
け
る
幕
藩
体
制
成
立
の
視
角
と
方
法
i
」
で
は
、
佐

賀
藩
の
、
公
儀
権
力
と
の
関
わ
り
の
中
で
藩
政
を
確
立
し
て
い
く
過
程
を
取

り
上
げ
、
X
「
比
較
藩
政
史
研
究
1
…
藩
政
確
立
期
の
諸
問
題
・
－
1
」
で
は
、

平
戸
・
大
村
・
佐
賀
藩
を
素
材
に
、
象
臣
団
編
成
を
中
心
に
問
題
点
を
指
摘

さ
れ
た
。
ま
た
X
「
藩
政
改
憲
・
と
財
政
構
造
一
寛
政
改
革
の
研
究
－
一
」

で
は
、
平
戸
藩
の
財
政
構
造
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
同
母
寛
政
改
革
に
お

け
る
農
村
政
策
が
幕
府
寛
政
改
革
の
そ
れ
と
き
わ
め
て
近
似
し
て
い
た
こ
と

等
を
指
摘
、
預
「
藩
体
制
と
政
治
動
向
一
…
討
幕
派
第
ニ
グ
ル
ー
プ
の
動
向

と
明
治
維
新
1
」
は
、
従
来
の
幕
末
維
漸
研
究
が
西
南
雄
藩
を
主
な
対
象

と
し
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
、
　
「
討
幕
三
富
ニ
グ
ル
ー
プ
」
一
著
者
に
よ

れ
ば
、
維
新
の
論
考
行
賞
に
お
い
て
三
万
石
賜
与
さ
れ
た
諸
藩
を
さ
す
一

の
像
を
明
ら
か
に
し
、
　
「
幕
末
・
維
質
倉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
総
合
的
研
究

を
推
進
す
る
」
（
四
四
五
頁
）
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
対
象

と
し
て
大
村
藩
を
取
り
上
げ
、
同
盟
に
お
け
る
討
幕
派
の
特
殊
な
形
成
過
程
、

「
討
幕
派
第
一
グ
ル
ー
プ
」
連
合
へ
の
画
策
等
を
通
じ
て
藩
論
を
実
現
し
よ

う
と
し
た
「
討
幕
派
第
ニ
グ
ル
ー
プ
」
の
限
界
を
指
摘
し
た
。

2

　
本
書
は
、
以
上
の
よ
う
に
封
建
制
の
問
題
か
ら
説
き
お
こ
し
、
総
体
と
し

て
の
幕
藩
体
制
像
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
綿
密
な
改
易
・
転

封
分
析
に
基
づ
く
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）

・
『
新
訂
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
（
同
、
一
九
七
五
年
）
を
世
に
問
わ
れ
た
著

者
な
ら
で
は
の
、
し
か
も
九
州
を
中
心
と
し
た
諸
藩
の
豊
里
な
実
証
分
析
を

ふ
ま
え
た
上
で
、
鎌
倉
期
か
ら
幕
末
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
、
壮
大
な
ス
ヶ

…
ル
を
持
つ
研
究
書
で
あ
る
。
藤
野
氏
は
、
成
立
期
を
主
と
し
た
前
向
書
を

ふ
ま
え
た
上
で
、
本
書
で
は
幕
藩
体
制
の
「
展
開
・
解
体
」
を
含
ん
で
論
じ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
・
後
期
の
幕
藩
権
力
編
成
に
つ
い
て
の
研
究
が

未
だ
統
一
し
た
像
を
持
ち
得
て
い
な
い
今
日
、
展
開
の
基
底
と
し
「
封
建
的

土
地
所
有
編
成
原
理
」
の
「
弛
緩
」
と
「
崩
壌
」
を
重
視
さ
れ
、
幕
府
と
藩

の
権
力
の
編
成
の
展
開
を
初
期
か
ら
通
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
捉
え
よ
う
と

さ
れ
る
藤
野
氏
の
視
角
は
貴
重
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
藤
野
氏
は
幕
藩
体
制
第
一
段
階
に
お
け
る
主
要
矛
盾
は
、
第
二
段

階
に
お
け
る
戦
略
・
戦
術
の
転
換
（
軍
役
体
系
の
整
備
と
そ
の
意
味
・
内
容

の
変
化
↓
参
勤
交
代
の
制
度
化
、
鎖
国
体
制
の
完
成
）
に
よ
っ
て
著
し
く
解

消
し
、
基
本
矛
盾
が
工
率
と
な
り
、
第
三
段
階
を
経
て
、
第
四
段
階
に
は
外

様
大
名
の
幕
政
登
用
も
見
ら
れ
た
と
さ
れ
「
徳
川
氏
の
最
初
の
大
規
模
な
幕

政
改
革
（
享
保
改
革
）
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
基
本
的
趨
勢
（
徳
川
氏
に
よ

る
封
建
釣
土
地
所
有
編
成
原
理
の
弛
緩
）
の
枠
組
み
の
な
か
で
断
行
さ
れ
て

も
、
そ
の
枠
組
み
を
取
除
く
方
向
を
見
出
し
え
ず
、
　
『
幕
府
体
捌
』
内
の
改

革
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
右
に
み
る
基
本
的
趨
勢
は
、
こ
の
期
に
決
定
的
と

な
り
」
（
一
五
二
頁
）
、
幕
藩
体
制
は
享
保
期
を
境
に
分
権
化
す
る
と
さ
れ
た
。

ま
た
「
改
易
・
転
封
の
減
少
は
、
こ
う
し
た
封
建
的
土
地
所
有
に
お
け
る
編

成
原
理
そ
の
も
の
の
弛
緩
・
変
化
を
示
す
も
の
」
（
阿
頁
）
と
さ
れ
、
さ
ら
に

『
新
訂
纂
藩
体
制
史
の
研
究
』
に
お
い
て
は
、
　
「
幕
藩
体
笹
下
に
お
け
る
封

建
的
土
地
所
有
の
編
成
原
理
を
な
す
」
（
六
頁
）
と
位
置
づ
け
を
さ
れ
た
改
易

・
転
封
搾
出
に
つ
い
て
「
①
初
期
に
内
在
し
た
領
主
相
互
間
の
主
要
矛
癒
を
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解
消
し
、
徳
川
氏
を
中
心
と
す
る
幕
藩
領
主
支
配
の
諸
原
則
を
浸
透
・
貫
徹

す
る
た
め
の
戦
略
・
戦
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、
②
上
位
者
優
位
の
原
則
確
立
の

も
と
、
上
か
ら
下
へ
の
『
御
恩
』
を
基
軸
に
構
成
さ
れ
た
幕
藩
体
制
そ
の
も

の
の
封
建
的
土
地
所
有
に
お
け
る
編
成
原
理
を
貫
徹
・
純
化
す
る
た
め
の
積

粁
」
（
一
五
二
頁
、
番
号
杉
本
）
と
し
て
お
ら
れ
る
。

　
幕
藩
権
力
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
佐
々
木
潤
之
介
氏
が
幕
府
の
軍
役

を
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
藤
野
氏
は
改
易
・
転
封
に
注
目
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
佐
々
木
氏
が
軍
役

の
問
題
か
ら
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
問
題
ま
で
含
め
て
総
合
的
に
理
論
化
さ
れ
よ
う

と
し
た
の
に
対
し
、
藤
野
氏
の
改
易
・
転
封
へ
の
着
自
は
前
掲
の
位
置
づ
け

か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
権
・
刀
編
成
の
み
を
射
程
内
に
導
い
た
に
と
ど
ま

り
、
し
か
も
、
　
「
封
建
的
土
地
所
有
」
概
念
自
体
、
ま
た
そ
こ
に
お
け
る
改

易
・
転
封
の
理
論
的
位
置
づ
け
が
不
充
分
な
た
め
、
何
故
「
封
建
的
土
地
断

有
に
お
け
る
編
成
原
理
」
が
「
弛
緩
」
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
通
説
以
上
の
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た

「
編
成
原
理
の
弛
緩
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
農
民
的
土
地
所
有
に
領
主
的

土
地
所
有
が
凌
駕
さ
れ
て
い
く
と
い
う
大
枠
の
筋
道
と
如
何
な
る
関
係
に
あ

る
か
も
必
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
加
え
て
、
享
保
期
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
改
易
・
転
封
の
減
少
を
直
ち
に

「
編
成
漂
理
」
の
「
弛
緩
」
を
示
す
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
問
い
復
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
享

保
期
に
は
各
地
の
山
野
河
海
開
発
・
領
有
に
対
す
る
幕
府
の
積
極
的
な
介
入

の
姿
勢
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
り
、
土
地
所
有
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
改
易

・
転
封
に
視
点
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
近
年
高
木
昭
作
氏
が
措
摘
さ
れ
た

よ
う
な
（
「
最
近
の
近
世
身
分
欄
に
つ
い
て
」
、
『
歴
史
評
論
』
四
〇
四
号
）
土

地
を
領
国
す
る
こ
と
の
持
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
の
検
討
を
も
含
め
て
、

よ
り
多
面
的
な
方
向
か
ら
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
改
易
・
転
封
そ
れ
重
体
に
つ
い
て
も
、
藤
野
氏
の
、
改
易
・
転
封
の

件
数
・
時
期
・
理
由
・
地
域
に
お
け
る
変
化
率
の
分
析
↓
聖
代
将
軍
の
傾
向

性
の
指
摘
と
い
っ
た
方
法
論
に
立
っ
た
膨
大
・
綿
密
な
実
証
研
究
の
上
に
、

あ
ら
た
め
て
、
そ
の
意
味
・
機
能
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
今
さ
し
あ
た
り
指
摘
し
て
お
く
と
す
れ
ば
、
改
易
・
転
封
が
単
な
る

罷
免
で
は
な
く
、
軍
事
動
員
を
背
景
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た

と
い
う
指
摘
（
藤
井
護
照
「
幕
藩
制
領
主
論
」
、
『
臼
本
史
研
究
』
一
三
九
・

一
四
〇
号
）
等
留
意
し
な
が
ら
の
捉
え
直
し
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
問
題
と
し
た
い
の
は
藤
野
氏
が
特
に
中
世
↓
近
世
の
移
行
期
に
お
い

て
一
貫
し
て
議
論
の
中
核
に
置
い
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
領
主
制
の
性
格
の

問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
中
世
に
お
い
て
系
譜
的
に
は
石
母
田
正
氏
以
来
の

「
領
主
制
説
」
の
流
れ
に
そ
の
拠
っ
て
立
つ
基
盤
を
置
い
て
お
ら
れ
る
永
原

慶
二
氏
が
、
封
建
王
権
に
お
け
る
主
従
制
的
支
配
権
と
統
治
権
的
支
配
権
に

つ
い
て
「
本
来
、
主
従
制
は
領
主
階
級
内
部
に
お
け
る
階
級
結
集
の
問
題
で

あ
り
、
統
治
権
的
支
配
こ
そ
が
農
民
支
配
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
前
者
は
後

者
の
た
め
の
権
力
構
成
原
理
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
封
建
王
権
は
「
主
従
制
の

面
の
み
か
ら
で
は
説
明
し
切
れ
ず
、
個
別
領
主
が
掌
握
し
切
れ
な
い
『
公
共

的
』
諸
機
能
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
先
行
の
国
家
的
枠
組
を
い
わ
ば
上
か

ら
裳
握
再
編
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
全
国
支
配
の
論
理
を
創
出
す
る
」
と

さ
れ
て
い
る
（
「
日
本
封
建
国
家
論
の
二
・
三
の
論
点
」
、
　
『
歴
史
評
論
』
二

六
二
号
）
の
に
対
し
、
藤
野
氏
の
領
主
制
重
視
の
視
点
は
墨
型
権
力
が
「
戦

国
期
の
小
規
模
個
鋼
封
建
領
主
制
の
発
展
の
帰
結
と
し
て
成
立
し
た
大
名
領

国
制
を
否
定
・
止
揚
す
る
形
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
そ
れ
の
拡
大
・
強
化
を
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通
じ
て
統
一
的
封
建
権
力
に
上
昇
し
て
い
っ
た
事
実
に
注
註
す
べ
ぎ
」
（
七

八
頁
）
で
あ
る
等
の
指
摘
に
と
ど
ま
り
、
わ
ず
か
に
伊
東
多
三
郎
氏
の
研
究

に
拠
っ
て
「
任
将
軍
に
よ
っ
て
、
全
国
統
治
権
の
倫
理
的
基
礎
が
公
的
に
与

え
ら
れ
た
」
（
二
二
　
頁
）
と
さ
れ
る
も
、
藤
野
氏
自
身
が
こ
の
「
全
国
統
治

権
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
か
明
示
さ
れ
ず
、
ま
た
そ
の
後
の

議
論
の
展
囲
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
永
原
氏
の
封
建
王
権
に
つ

い
て
の
理
解
が
黒
田
俊
雄
氏
の
権
門
体
制
論
を
め
ぐ
る
論
争
の
中
で
き
た
え

あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
時
、
藤
野
氏
の
中
世
に
つ
い
て
の
説
明

か
ら
権
門
体
制
の
議
論
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
決
し

て
小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
「
領
主
制
」
の
発
展
の
面
か
ら
の
み
幕
藩

体
制
の
成
立
、
将
軍
権
力
の
性
格
を
み
る
こ
と
は
、
近
来
の
近
世
成
立
史
研

究
に
お
け
る
「
領
主
綱
」
支
配
か
ら
の
み
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
「
国
家
的
支

配
・
被
支
配
」
を
重
視
す
る
動
向
（
た
と
え
ば
高
木
昭
作
「
幕
藩
制
初
期
の

国
奉
行
に
つ
い
て
」
、
　
『
歴
史
学
研
究
』
四
三
一
号
）
、
ま
た
さ
ら
に
両
者
を

「
機
械
的
か
つ
単
純
な
二
元
論
で
と
ら
え
る
段
階
が
去
っ
た
」
（
朝
尾
直
弘

「
前
近
代
国
家
史
研
究
の
到
達
点
と
課
題
」
、
鷹
史
学
研
究
会
編
『
現
代
歴

史
学
の
成
果
と
課
題
』
H
、
青
木
書
店
、
一
九
八
二
年
）
と
す
る
指
摘
か
ら

み
て
も
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
本
書
の
諸
論
考
の
拠
っ
て
立
つ
基
本
的
立
場
を
あ
ら
わ
す
と
思

わ
れ
る
1
論
文
に
お
い
て
、
藤
野
氏
が
終
始
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
腿
普
遍
、
そ
れ

へ
の
差
異
1
1
日
本
的
特
質
と
い
う
図
式
を
基
軸
に
し
て
お
ら
れ
る
点
、
ア
ジ

ア
・
第
三
世
界
を
も
含
み
こ
ん
だ
世
界
史
像
の
構
築
が
試
み
ら
れ
て
い
る
今

日
の
研
究
状
況
を
考
え
る
と
き
若
干
疑
問
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

　
以
上
、
雑
駁
な
感
想
の
羅
列
に
終
始
し
、
ま
た
評
者
自
身
の
未
熱
さ
故
に
、

本
書
の
豊
か
な
内
容
を
充
分
に
汲
み
取
れ
ず
浅
読
み
に
堕
し
て
し
ま
っ
た
点

も
多
々
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
失
礼
の
数
々
は
、
今
後
本

書
の
成
果
を
拙
な
い
な
が
ら
研
究
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
で
お
許
し
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　
　
（
A
5
判
　
覧
…
四
頁
　
…
九
八
三
年
六
月
塙
書
房
　
七
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
神
［
戸
山
人
学
大
学
院
生
　
　
神
一
戸
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